
（
原
稿
誤
り
）

五
三
下
二
二
〜
二
三
第
九
十
五
条
ま
で
第
九
十
四
条
ま
で

、
第
九
十
五
条

〃

〃

二
八
第
六
条

第
六
条
及
び
附
則

第
九
十
四
条
の
二

正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
十
九
億
一
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
五
十
九
億
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、

一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
二
月
六
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
三
八
号
）

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
七
番
一
号

株
式
会
社
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ａ

代
表
取
締
役

池
田

篤
史

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
十
七
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ

の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
一
〇
〇
〇
株
と
す
る
株
式
分
割

に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
入
船
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｓ

代
表
取
締
役

前
田

直
寛

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

福
島
県
福
島
市
北
矢
野
目
字
樋
越
一
番
地

福
島
市
中
央
卸
売
市
場
青
果
精
算
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田

進
二

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
六
日
開
催
予
定
の
臨
時
株
主

総
会
に
お
い
て
、
定
款
一
部
変
更
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ

る
こ
と
を
条
件
に
、
同
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る
旨
の
定

款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

千
葉
県
柏
市
船
戸
山
高
野
八
八
番
地
の
六

株
式
会
社
渋
谷
組

代
表
取
締
役

嶌
田

政
司

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
二
丁
目
三
番
一
七
号

セ
ン
ク
シ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

林

雄
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
二
丁
目
三
番
一
七
号

株
式
会
社
免
制
震
デ
ィ
バ
イ
ス

代
表
取
締
役

林

雄
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
目
黒
区
東
山
二
丁
目
一
〇
番
八
号

滝
野
川
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

和
江

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
五
番
六
号

ト
キ
ワ
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

礒

吉
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

新
潟
県
長
岡
市
殿
町
一
丁
目
五
番
地
六

株
式
会
社
山
﨑
組

代
表
取
締
役

髙
田

守

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
野
口
直

子
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

横
浜
市
都
筑
区
早
渕
一
丁
目
二
七
番
一
二
号

W
h
ite
K
n
ig
h
t
F
lu
id
H
a
n
d
lin
g
In
c.

日
本
に
お
け
る
代
表
者

野
口

直
子

合
併
公
告
及
び
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
甲
（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
付
で

株
式
会
社
Ｂ
Ｐ
Ｊ
に
商
号
変
更
予
定
）
及
び
乙
は
合
併
し

て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は

解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
丙
は
、
右
合
併
の
効
力

発
生
及
び
甲
の
解
散
を
条
件
と
し
て
、
吸
収
分
割
し
て
丙

は
甲
の
吸
収
分
割
契
約
書
記
載
の
権
利
義
務
を
承
継
し
甲

は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
併
及
び
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
を
除
く
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
八
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

（
丙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

大
阪
市
中
央
区
北
浜
二
丁
目
二
番
二
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
ビ
ー
ツ

代
表
取
締
役

柏
木

又
浩

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ｃ
Ｓ

代
表
社
員

一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ

職
務
執
行
者

園
田

英
一

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

（
丙
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｔ

代
表
取
締
役

西
脇

大
介

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
百
十
二
億
五
千
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
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w
w
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36d
e/

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内Ｔ

ａ
ｉ
ｌ
ｏ
ｒ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日
（
号
外
第
百
四
十
号
）

公
布
法
律
第
四
十
七
号
（
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
）

六
七
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
一
三
行
目
と
一
二
行
目
の

間
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
十
四
条
の
二

独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四

項
」
に
改
め
る
。

債
権
申
出
の
催
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
七
年
十
二
月
九
日
に

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
六
条
第
三
号
に
該
当
し
た
こ

と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型
企
業
年
金
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
、
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
十
三
日

東
京
都
青
梅
市
東
青
梅
二
丁
目
一
一
番
地
の
八

株
式
会
社
東
洋
レ
ン
ズ

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

破
産
者

株
式
会
社
東
洋
レ
ン
ズ

破
産
管
財
人

幸
村

俊
哉

令
和
八
年
二
月
十
二
日
掲
載
の
大
臣
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

城
内

実


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